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アルタンホヤグ首相解任，大連立内閣発足
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概　　況
　モンゴルでは2014年を通じて政治が安定しない状況が続いた。まず，閣僚の国
会議員兼務，いわゆる「重ね着」を禁止する法案や，テムージン法相の解任案の
審議の過程で，与党第 1党である民主党内の足並みの乱れが表面化した。一方で
山積する経済問題を解決すべく，アルタンホヤグ首相は 5月から100日間の経済
活性化プログラム「エゼン＝100」を実施したが，目立った成果はなく，かえっ
て野党人民党の厳しい批判を招いた。そして秋期国会では，当初の焦点であった
省庁再編および閣僚人事改正案が可決されるや，人民党会派を中心とする議員が
アルタンホヤグ首相の解任案を上程した。解任案は否決されるかにみえたが，上
程直後にアルタンホヤグ首相がエンフバヤル人民革命党党首と締結した民主党・
人民革命党協力協定が民主党内の反発を呼び，解任案は与党議員の一部が賛成な
いし採決棄権に回ったことで可決に至った。アルタンホヤグ首相は民主党党首も
辞任することになり，新首相にはサイハンビレグ前内閣官房長官，民主党新党首
にはエンフボルド国会議長が選出された。新たな内閣には人民党も加わることに
なり，約 3年ぶりに 2大政党の参加する連立内閣が組織されることとなった。
　経済面では，GDP成長率の低下が鮮明になったことに加え，前年に続く懸案
であるトグリグの為替レート下落や 2桁の物価上昇率，外国投資の減少が続いた
ほか，対外債務の増大，外貨準備高の減少が不安視された。他方，この年には輸
出の拡大と輸入の縮小の双方が実現し，貿易収支は2006年以来の黒字となった。
　対外関係ではロシア・中国との交流が目立った。 8月後半から 9月前半にかけ
て，習近平中国国家主席やプーチン・ロシア大統領の来訪，さらにはモンゴル・
ロシア・中国 3カ国首脳会合が相次いで行われたのはその象徴と言えよう。一方
で，日本との間でも首脳会談が複数回行われたのに加え，経済連携協定（EPA）交
渉で大筋合意に達するなど，対日関係の進展も注目される。

2014年のモンゴル
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国 内 政 治

民主党内の不和表面化
　2012年の国会総選挙および統一地方選挙，2013年の大統領選挙で勝利した与党
第 1党の民主党であったが，2014年には内部の足並みの乱れが表面化した。
　きっかけとなったのは，国会議員による閣僚の兼務，通称「重ね着」を禁じる
法案への対応であった。モンゴルでは国会議員が首相をはじめ内閣のポストを兼
務することは珍しくなく，アルタンホヤグ内閣では閣僚19人中17人が国会議員で
あった。ところが，2013年にエルベグドルジ大統領の提案で首相以外の閣僚に国
会議員が就任することを禁止する法案が作成され，国会に上程された。この法案
に関連して国会法の改正についても提案がなされ，審議に付されることとなった。
法案の趣旨については各党とも賛成であったものの，その施行の時期をめぐって
与野党が対立した。当初の法案では次回総選挙後となる2016年 7月 1日であり，
連立与党側がこれに賛成していたが，野党人民党はより早い段階での施行を求め
ていた。2014年に入ると国会国家機構常任委員会での審議において，人民党が施
行時期を2014年 7月 1日に前倒しする修正提案を行ったところ，民主党議員から
賛成する者が現れ，提案は賛成多数で承認された。ただし，承認されたのはあく
までも審議対象となる法案の内容を修正することだけであり，修正後の法案は本
会議において反対多数で否決されている。
　民主党内の不一致は， 4月にテムージン法相の解任案への対応でも露わになっ
た。解任案を上程したバーサンフー国会議員は「正義」同盟の一員として連立与
党を構成する人民革命党に属しているが，テムージン法相について国家に損害を
与え，執務能力を欠くとの理由を挙げ，解任を提案した。解任案は国会法務常設
委員会で審議，採決に持ち込まれたところ，民主党議員を含む賛成多数で承認さ
れ本会議に回された。とりわけ，賛成した委員のなかにはエンフボルド国会議長
も含まれていたことが衝撃を与えた。さらに，麻薬使用で逮捕された女性の携帯
電話からテムージン法相との通話履歴が発見されたことが報じられ，警察および
本人もこれを認めるというスキャンダルまで加わった。ところが，その後民主党
会派は解任に反対することで一致，政府庁舎周辺では解任反対のデモが行われる
ようになった。結局，バーサンフー国会議員は解任理由の根拠となる情報の信頼
性に疑問があったとして，解任案を取り下げた。
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　「重ね着」法案およびバーサンフー法相解任案をめぐる抗争は，結果だけをみ
れば民主党側の勝利であった。しかし，これらを通じて民主党内の不協和音が明
らかとなったのも確かであった。過去の民主党政権，また民主党の前身である
「民主連合」同盟による連立政権が内部対立から分裂に至ったことから，今回も
その轍を踏むのではないかという懸念がみられるようになった。また，政治の安
定のために人民党との大連立政権が組まれるとの憶測も流れはじめた。

「経済活性化の100日」の不発
　国政に混乱の兆しがみられる一方で，通貨トグリグの下落やインフレ，外国投
資の減少，外貨準備高の減少など，経済面での懸念も積み上がっていた。政府は
これらへの対応として， 4月に経済活性化対策に関する法案を国会に上程した。
法案は国会での審議の結果，翌月に「経済の活動性を増進させるための対策に関
する国会決議」として採択された。この決議を受け，アルタンホヤグ首相は経済
活性化のための100日間プログラム「エゼン＝100」を策定，遂行することを国会
で表明した。 5月にアルタンホヤグ首相が国会で報告したところによると，この
事業は企業家支援，鉱業・鉱物資源部門の生産拡大，建設・工業・インフラ部門
の活性化，地方のインフラ・経済能力の拡大，外国投資の増加，予算・金融とい
う 6つの分野に関する事業を100日間で遂行するというものであった。
　しかしながら，経済面の懸案をわずか100日で解決できるかどうかは，野党を
中心に懐疑的な声があった。また行動目標をみるかぎり，具体的な数値が示され
たものは少なく，むしろ新たな法案の作成と上程，政府支出の削減やメディアへ
の政府介入の禁止のように，即効的な経済活性化策として疑問符をつけざるをえ
ないものが散見された。さらには官民連携による鉄道網の整備促進という目標も
掲げられたが，国会での関連法案審議の過程で，軌間をロシア・モンゴル式の広
軌にするか中国式の標準軌にするかをめぐって紛糾，法案はプログラム期間中に
成立しなかった。
　このような問題を抱えながら，「エゼン＝100」は 8月に終了した。プログラム
の成果に関しては， 8月28日の定例閣議で報告されることになっていたが，閣議
後の政府発表ではその具体的な内容が示されなかった。これに対して，人民党は
9月 8日に記者会見を行い，プログラムが掲げた目標の62.6％が実施に移されて
おらず，また期間中にインフレや不良債権の拡大がみられたことから，プログラ
ムは失敗に終わったと批判した。直後にアルタンホヤグ首相は国営放送でプログ
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ラムに関する演説を行ったが，人民党の批判は止むことはなく，むしろ人民党は
5月にエルデネバト民主党会派代表が「経済に好ましい結果が出なければ与党が
政府に責任をとらせる」と発言していたとして，民主党会派にも政府への責任を
追及するよう要求した。これにより，政府・与党は一転して守勢に追い込まれた
ばかりか，民主党所属国会議員からの政府批判も公然と出はじめた。

民主党・人民革命党協力協定問題で民主党内紛，首相解任案可決
　このようななかで10月 1日に秋期国会が始まった。開会後当初はアルタンホヤ
グ首相が上程した省庁再編と内閣改造のための法案の審議が焦点となり，法案は
可決され，新たに就任する大臣も決まった。ところが，その 2日後に人民党所属
の全26議員および「正義」同盟のツォグ国会副議長，民主党所属のバトザンダン
議員の署名するアルタンホヤグ首相解任案が上程され，本会議の前に国家機構常
任委員会で審議されることとなった。
　当初民主党会派は解任案に対し反対を表明していた。造反者が出たとはいえ，
残る民主党会派の議員数は解任案に署名した議員の数を上回っていた。さらに，
解任案上程の翌日にはアルタンホヤグ首相とエンフバヤル人民革命党党首との間
で両党間の協力協定が締結されており，人民革命党とともに「正義」同盟を構成
する民族民主党の所属議員数も加えて本会議の過半数は確保できるため，解任案
を否決する見込みは立ったかにみえた。
　ところが，この協定締結が民主党内の反発を招いた。まず首都民主党代表を務
めるバト＝オール首都知事は会見を開き，党の意思決定機関である全国協議会の
決定なしに協定を締結したことは党の規約に違反すると非難した。またアマル
ジャルガル元首相も協定に反対，全国協議会の速やかな開催を求めた。加えて，
民主党ゾリグト議員が独自の首相解任案を上程する意向を表明すると，これに同
調したバヤルサイハン議員が協定の破棄を主張するなど，民主党内で反首相の動
きが広がりはじめた。これに対し，エルデネバト民主党会派代表は協定自体の修
正協議の必要は認めたうえで，会派として解任案に反対するべきであると再三訴
えた。10月30日からは解任案への対応を協議するために会派会合を非公開で開い
たが，明確な結論を公表するには至らず，党内の意思統一に疑問を抱かせた。
　そして11月 5日，国家機構常任委員会での採決が行われた。結果として，民主
党および「正義」同盟から賛成者が出たために賛成多数で可決され，本会議に付
された。賛成者にはエルデネバト会派代表までもが含まれるという予想外の結果
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であった（本人は採決の際に押す賛成・反対のボタンを間違えたと釈明）。さらに，
同日開かれた本会議では民主党および「正義」同盟から賛成，棄権者が相次いだ
結果，賛成多数でアルタンホヤグ首相の解任が決まった。
　過去の民主党系の政権と比較すれば，アルタンホヤグ政権は国民からの支持も
比較的高く，弱体であったとは言い難い。それだけに，「エゼン＝100」の不発や
人民革命党との協力協定締結が裏目となり，自滅した感は否めない。加えて，国
家機構常任委員会で解任案に賛成した議員のうち，民主党のボルマー議員は「重
ね着」法案でも人民党に同調しており，人民革命党のオヤンガ議員は 4月にチン
ギス広場（旧スフバートル広場）で政府に一般市民の生活状況を訴える「モンゴル
の 1日」デモを組織するなど，以前から内閣に批判的な姿勢が目立っていた。こ
のような与党議員に対して有効な手が打てなかったことも，結果として内閣崩壊
を招いた一因と言えよう。

新首相にサイハンビレグ氏指名，人民党参加の大連立内閣発足
　首相解任案可決を受けて，民主党は第43回全国協議会を開催した。この時点で
アルタンホヤグ前首相の民主党党首辞任は既定路線と考えられており，後任に注
目が集まったが，ここで決まったのは解任案に賛成した国会議員の処分を不問に
付すことと，人民革命党との協力協定を破棄することのみであった。
　新たな党首と首相候補が選出されたのは， 1週間後に開催された第44回全国協
議会である。党首にはエンフボルド国会議長が選任され，アルタンホヤグから職
務を引き継いだ。他方，新首相候補には党国会会派がアマルジャルガル元首相を
推した一方，党執行委員会がサイハンビレグ前内閣官房長官を支持したため，両
者を候補とした投票の結果，サイハンビレグが選出された。
　民主党からの首相候補が明らかになったことで，次の焦点は新政権への参加政
党・同盟，とりわけ人民党が参加するかどうかに移った。人民党はサイハンビレ
グの首相就任に反対を表明，首相指名の国会本会議には党会派所属の全議員が欠
席した。しかし，本会議で指名を受けたサイハンビレグ新首相は，国会に議席を
有するすべての政党・同盟に協力を呼び掛けた。これに対して，人民党内および
支持者からは，この機会に民主党と大連立を組むべきだとする意見が挙がり，党
幹部会は新政権への参加を目指す方針を決めた。一方の民主党も全国協議会が人
民党との連立政権参加を承認，両党が協力協定に署名することで，バトボルド内
閣（2009～2012年）以来の大連立が実現した。加えて，前政権に参加していた「正
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義」同盟と市民の意志・緑の党も新政権への参加を決定したため，無所属議員を
除く国会全会派が政権与党に加わることとなった。
　新政権に参加する政党・同盟が決まったことで，課題は首相解任により宙に浮
いていた省庁再編と，新内閣の閣僚人事に移った。12月 4日には新政権における
省庁の構成と閣僚の人数に関する法案が本会議で可決され，前政権での16省庁が
15に再編された。一方でモンゴル国相という無任所大臣のポストが設けられたた
め，閣僚の総員数は増減なしの19人となった。続いて閣僚の人選が進められ，同
月10日までに全員が国会の承認を得たことで，サイハンビレグ政権が正式に発足
した。

経 済

経済成長に陰り
　2014年の経済成長率は7.8％（予測値）と，前年を 4％近く下回った。この結果，
経済成長率は 4年ぶりに 2桁を下回ることとなった。各部門の生産状況をみると，
農牧業では2014年に家畜頭数が5198万2600頭に増加し，初めて5000万頭台に達し
た。主要農作物の収穫は，穀物が前年比34％増の51万8793トン，うち小麦が同
32.5％増の48万8294トン，野菜が同 3％増の10万4792トンと好調であったが，馬
鈴薯の収穫は前年を15.7％下回る16万1489トンとなった。
　工業部門では前年まで実質生産額が公表されていたのに代わり，2014年から生
産指数（試算値，季節調整済み）の変化が示されるようになった。これによると，
最大部門である鉱石採掘の2014年12月の指数が前年同月比で27.7ポイント上昇し，
工業全体の45.2％のシェアを占めるようになった。また，原油生産の2014年12月
の指数は前年同月比で4.5ポイント上昇しており，同年の工業全体に対するシェ
アも13.4％に拡大した。反面，石炭の2014年12月の指数は前年同月比で9.9ポイン
ト低下し，工業に占めるシェアも9.2％と 1桁台に転落した。他方，製造業部門
の生産指数は同じ時期に2.4ポイントの伸びにとどまった。この原因には，主要
部門である食品・飲料の生産指数が0.5ポイント低下，なかでも酒類等飲料の指
数が 2ポイント低下したことが挙げられる。2014年には食品・飲料部門生産の
シェアが製造業の39.3％，工業全体の9.6％，酒類等飲料のシェアが製造業の
18.8％，工業全体の4.6％を占めている。
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インフレ，財政赤字，対外部門悪化も，貿易収支は一転黒字化
　経済成長が鈍化する一方で，モンゴル経済の慢性病であるインフレと財政赤字
は2014年も収まらなかった。同年の消費者物価指数の上昇率は11.0％であり，
2013年の上昇率よりも縮小したものの，2010年から 5年連続の 2桁上昇となった。
他方，2014年には財政赤字が8080億トグリグとなり，前年の2246億トグリグから
大幅に拡大した。これは歳出の増加幅が歳入のそれを上回ったことが要因である。
2014年の歳出は 7兆314億トグリグであり，前年から8667億トグリグ（14.0％）増
加した一方，歳入は 6兆2234億トグリグであり，前年からの増加は2833億トグリ
グ（4.8％）にとどまった。
　さらに，2014年に議論の的となったのが対外部門の指標悪化である。通貨トグ
リグの対ドル為替レートは 2年連続で著しく下落し，2014年末時点で 1ドル＝
1883.0トグリグとなった。2012年末から 2年間でトグリグはドルに対して35％下
落したことになる。また，外国直接投資の純流入額も 2年間で激減した。モンゴ
ル中央銀行によれば2014年の外国直接投資の純流入額は 5億4180万ドルにとどま
り，前年の27.1％，2012年の12.9％という水準まで低下した。他方，2014年第 3
四半期末時点で対外債務は209億5050万ドルとなり，前年同期より26億7080万ド
ル（14.6％）増加した。さらに，2012年末時点で41億2580万ドルあった外貨準備高
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（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト（http://www.mongolbank.mn/）から筆者作成。

図 1　外貨準備高と輸入額の変化
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も，2013年末に22億4800万ドル，2014年末には16億4990万ドルに減少した。2012
年末時点の外貨準備高は同年輸入額の 8カ月分に相当したが，2014年末時点の金
額は，同じく2014年の輸入額の 3カ月分をわずかに上回る程度である（図 1）。
　他方，2014年には貿易収支が一転して改善し，2006年以来の黒字化を実現した。
これは，銅精鉱の輸出拡大に支えられて，輸出総額が35.3％に及ぶ増加をみせた
一方で，鉱物産品と輸送機器の輸入減少によって，輸入総額が17.6％縮小したこ
とによるものである。

大規模鉱山開発の進捗状況
　タワントルゴイ炭鉱とオヨー・トルゴイ鉱山の 2大鉱山のうち，前者では 8月
に政府が西ツァンヒ鉱区開発への投資企業について，11月 1日までに公開入札を
行い，12月15日までに契約を締結するよう決定した。入札は応募企業が思うよう
に集まらずに延期を重ねたが，12月にようやく実施の運びとなった。まず，同月
17日に政府のタワントルゴイ炭鉱出資企業選定・交渉担当作業委員会が協議した
結果，神華能源（中国）・住友商事・エナジー・リソース（モンゴル）によるコン
ソーシアムとピーボディ・エナジー（アメリカ）が技術面・資金面での条件を満た
したと発表した。22日の選定会議の結果，前者のコンソーシアムが出資企業に選
定され，2015年 1月 5日にモンゴル政府との間で契約交渉が始まった。一方で，
炭鉱運営企業のエルデネス・タワントルゴイ社が石炭供給先の中国アルミニウム
（CHALCO）社に対し他の販売先よりも安い価格で石炭を引き渡している点，
CHALCO社への債務が 1億ドル以上残っている点が国内で懸念を生んでいる。
　一方，オヨー・トルゴイ鉱山では本格的な生産と輸出が進んだ。オヨー・トル
ゴイ社による2015年 1月20日のメディアリリースによれば，2014年の生産量は銅
精鉱が14万8400トン（2013年 7万6700トン），金が58万9000オンス（同15万7000オ
ンス），銀が89万3000オンス（同48万9000オンス）であった。また販売量は銅精鉱
が18万5800トン（同6100トン），金が56万1000オンス（同 1万オンス），銀が109万
3000オンス（同 3万6000オンス）であった。生産が開始されたのが2013年 7月，輸
出品の通関が始まったのが2013年10月である点には注意を要するが，それでも生
産・販売とも順調に拡大していると言えよう。
　 2大鉱山開発以外では，新たな鉱物資源探索への認可作業が始まったことが注
目される。 7月の鉱物資源法改正を受けて，政府は新たな鉱物資源探索への認可
作業を始めることを決定，鉱業省が対象となる区域を設定して特別探索許可交付
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申請の募集を行った。また，2013年に特別探索許可がいったん無効になっていた
106区域についても，許可交付申請の再募集を行っており，こちらはすでに審査
と交付が進められている。

対 外 関 係

　2014年に目立ったのは対ロシア・中国関係の動きであった。とりわけ，ドゥ
シャンベ（タジキスタン）で開催された第14回上海協力機構（SCO）首脳会議の際に
モンゴル・ロシア・中国 3カ国首脳会合が行われたのに加え，10月には 3カ国間
で初となる外務副大臣級会合が行われるなど，緊密化するロシア・中国にモンゴ
ルを加えた 3カ国の枠組みを作る取り組みがみられた。両国以外では，日本との
間で首脳会談が複数回行われたことに加え，経済連携協定（EPA）でも大筋合意に
達するなどの進展がみられた。これら以外の国々との往来もみられたが，国境を
接するロシア・中国，そして「第 3の隣国」日本との関係が結果として目立った。

対ロシア関係
　2014年には前年から一転して，モンゴル・ロシア間の首脳会談が相次いだ。 2
月にはソチ五輪開会式に出席するためにエルベグドルジ大統領がロシアを訪問，
プーチン大統領と会談した。 5月には上海での第 4回アジア信頼醸成措置会議
（CICA）首脳会合期間中に両首脳の会談が行われた。 5月にはアルタンホヤグ首
相がサンクトペテルブルク国際経済フォーラムに出席，会期中にプーチン大統領
との会談が行われている。
　これらの会談のなかでもっとも注目されるべきは， 9月のプーチン大統領の来
訪である。この際にはエルベグドルジ大統領との会談が行われ，両国民のビザ免
除の合意文書など，14の公式文書に両首脳が署名した。合わせてバト＝エルデネ
国防相とバヒン・ロシア第 1防衛副大臣との会談も行われた。
　首脳以外には， 6月初頭にロシアからパトルシェフ安全保障会議書記とモルグ
ロフ外務副大臣が来訪，エルベグドルジ大統領，アルタンホヤグ首相，ボルド外
相と会談した。同月にはマトビエンコ上院議長も来訪，エルベグドルジ大統領と
会談したほか，エンフボルド国会議長との会談と共同記者会見を行った。12月に
はトルトネフ副首相兼極東連邦管区大統領全権代表が来訪し，サイハンビレグ首
相，フレルスフ副首相と会談した。一方，モンゴルからは 8月にガンスフ道路・
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運輸相が訪ロ，ウランバートル鉄道の機器更新，両国の民間航空庁間の協力，モ
ンゴル航空・アエロフロート両社の協力について，ソコロフ運輸相らと会談した。
　このようにロシア・モンゴル間の往来が活発化した背景には，ウクライナ問題
に端を発するロシアと欧米諸国との対立により，ロシアにとってユーラシア諸国
の重要性が増したことが考えられる。また，2014年がハルハ河会戦（ノモンハン
事件）の75周年に当たった点も見逃せない。 8月には戦勝記念行事がモンゴル各
地で開催されたのに加え，モンゴル・ロシア合同軍事演習「セレンゲ2014」が行
われたほか，プーチン大統領の来訪時にも，会戦を指揮したジューコフ将軍の銅
像に献花がなされた。かつての共闘を記念し，友好関係を確認する行事は，第 2
次世界大戦終了70周年となる2015年にも行われると思われる。

対中国関係
　中国との間でも首脳同士の会談が相次いだ。 5月には前述の第 4回 CICA首脳
会合に先立ってエルベグドルジ大統領と習近平国家主席との会談が行われた。会
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談では，2014年がモンゴル・中国間の国交樹立65周年，モンゴル・中国友好関係
協力条約締結20周年を記念して「モンゴル・中国友好関係協力の年」となったこ
とが取り上げられ，両国関係の発展について意見交換が行われた。また，習国家
主席はモンゴルの APEC正式加盟への支持を表明した。 8月には習国家主席が
来訪し，エルベグドルジ大統領との首脳会談が行われた。会談後には全面的戦略
的パートナーシップに関する共同宣言が発表されたほか，両国首脳が犯罪者引き
渡しに関する二国間条約など，合計26の公式文書に署名した。11月にエルベグド
ルジ大統領が北京での APEC首脳会議に出席した際にも，習国家主席との会談
が行われた。
　首脳会談以外では， 1月にボルド外相が訪中，李源潮国家副主席，王毅外交部
長と会談したほか，新疆ウイグル自治区を訪問した。 4月には楼継偉財政部長が
来訪，アルタンホヤグ首相，オラーン蔵相と会談したほか，モンゴル・中国財務
省間協力に関する了解覚書への共同署名が行われた。 5月には丁学東中国投資有
限責任公司総裁が来訪，エンフボルド国会議長と会談を行い，中国の対モンゴル
投資拡大などについて意見を交換した。 6月には王毅外交部長が来訪，エルベグ
ドルジ大統領，アルタンホヤグ首相，テルビシダグワ副首相，ボルド外相と会談，
政治，経済，人道分野，外務省間協力，国際・地域問題について情報，意見を交
換した。10月にはエンフボルド国会議長が訪中し，習国家主席および張徳江全国
人民代表大会常務委員会委員長との会談が行われた。

対日本関係
　対ロシア・対中国とならんで活発であったのが対日関係であった。 1月にはエ
ルベグドルジ大統領と安倍首相が電話会談を行い，戦略的パートナーシップの強
化，モンゴルのサムライ債発行について意見を交換した。エルベグドルジ大統領
は 3月に外科手術および療養のため訪日しており，滞在中の 4月に安倍首相との
昼食会が持たれた。
　さらに， 7月には再び訪日したエルベグドルジ大統領と安倍首相との公式会談
が行われた。会談では安倍首相から「モンゴルの輸出と産業多角化を促進するた
めのエルチ・イニシアティブ・プラス」が提案されたほか，EPAの大筋合意，
北東アジア地域の平和と安全保障に関する二国間協力について意見交換がなされ，
会談終了後には「日モンゴル経済連携協定（EPA）交渉の大筋合意及び日本国とモ
ンゴル国の間の貿易・投資の促進に関する共同声明」が発表された。この訪日で
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は首脳会談以外に，江田参議院日本モンゴル友好議員連盟会長および川勝静岡県
知事との会談も行われた。なお，両首脳の会談は 9月の国連総会会期中にニュー
ヨークでも行われ，ここでは東アジア地域問題などについて意見交換が行われた。
　これ以外では，木原外務大臣政務官が 1月に来訪，医療・消防部門に対する総
額約 3億ドルのノン・プロジェクト無償資金協力に関する交換公文に署名した。
2月にはボルド外相が札幌での国際セミナー「モンゴル・日本経済パートナー
シップ～『モンゴルと北海道の協力の可能性』」に出席し，会期中に木原外務大
臣政務官と会談した。 6月に木原外務大臣政務官率いる代表団が来訪，日・モン
ゴル経済連携協定交渉第 7回会合が行われた。12月には第 2回日・モンゴル外
交・防衛・安全保障当局間協議がウランバートルで開催され，二国間関係，国際
協力，アジア太平洋地域情勢について議論がなされた。また，同月にはプレブス
レン外相と清水駐モンゴル大使との間で，日本からモンゴルへの無償資金協力 2
件に関する交換公文の署名がなされた。このうち 1件はモンゴル・日本研修診療
所の建設計画に関して22億トグリグを供与するものであり，もう 1件は31億トグ
リグ相当のノン・プロジェクト無償資金協力となっている。

対米関係
　2014年には首脳会談が行われず，閣僚の往来も 4月にヘーゲル国防長官が来訪
したのみであった。この際にはバト＝エルデネ国防相との会談が行われ，モンゴ
ル・アメリカ間の安全保障問題に関する共同声明が発表された。
　また， 5月にシャボット米下院議員とリンチ米下院議員が来訪し，ボルド外相，
エンフボルド国会議長らと会談した。両議員はモンゴルの民主化の進展について
称賛するとともに，国連平和維持軍への部隊派遣について謝意を述べた。
　他方，恒例となっている国際軍事演習「ハーン・クエスト2014」が実施された
が，時期は例年より早く 6月となった。前述のとおり 8月にはロシアとの合同軍
事演習が行われており，その関係で日程が変更された可能性もある。
　このように，2014年には対米関係ではほとんど動きがなかったことになるが，
12月に開発援助のための特別会計「ミレニアム・チャレンジ・アカウント」
（MCA）のモンゴルでの再実施が決まった点は注目される。同会計は2013年にいっ
たん終了していたが，アメリカのミレニアム・チャレンジ公社（MCC）はモンゴ
ルにおけるグッド・ガバナンスへの取り組みを評価し，援助プロジェクト実施の
ための協定を再締結することを決定した。次期MCAについてはすでに閣議の議
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題にもなっており，今後はモンゴル政府とミレニアム・チャレンジ公社との間で，
詳細について協議が行われることになる。

対ヨーロッパ関係
　2014年はフランス，スイス，スウェーデンとの国交樹立50周年，（旧西）ドイツ
との国交樹立40周年など，記念行事が相次いだ。
　要人の往来をみると， 1月にはエルベグドルジ大統領がリヒテンシュタインと
スイスを訪問したことに加え，ボルド外相がラトビア，リトアニア，ポーランド
を歴訪した。ボルド外相は 5月にスウェーデンを訪問，ビルト外相と会談したの
に続き，デンマークを訪問，マルグレーテ 2世女王と会見したほか，リュッケト
フト国会議長，リデゴー外相，イェンセン貿易開発協力相との会談を行った。
　 6月にはベールジンシュ・ラトビア大統領が来訪し，エルベグドルジ大統領，
ボルド外相，ゴンチグドルジ国会副議長と会談した。 7月初頭にボルド外相がス
ペインを訪問，ガルシア＝マルガージョ外相と会談するとともに，マドリードに
ある世界観光機関（UNWTO）を訪問した。その直後にはシュタインマイヤー独外
相が来訪，エルベグドルジ大統領およびボルド外相と会談した。
　10月にはエルベグドルジ大統領がミラノでのアジア欧州会合（ASEM）首脳会合
に出席しており，会期中にオランド仏大統領，メルケル独首相と会談したほか，
ASEM開催の前後でオーストリアとハンガリーを訪問した。オーストリアでは
フィッシャー大統領と会談するとともに，国連ウィーン事務局を訪問，フェドト
フ事務局長との会談で，麻薬対策について意見を交換した。また，ハンガリーで
はアデル大統領，オルバン首相と会談を行った。
　このほか， 3月にはブレア英元首相が来訪した。2013年に続く来訪であり，ア
ルタンホヤグ首相，ビャンバツォグト国会人民党会派代表らと会談がもたれたが，
その詳細な内容については公式な発表がなされなかった。

対韓国，北朝鮮関係
　韓国との間では首脳会談こそなかったものの，閣僚・国会要人の往来が複数み
られた。 2月にはボルド外相が訪韓し，尹炳世外交部長官，金寛鎮国防部長官ら
と会談した。 3月にはエンフボルド国会議長が訪韓，朴槿恵大統領と会談したほ
か，姜昌熙国会議長と会談，在韓モンゴル人の権利保護，韓国ビザ取得条件緩和
について意見を交換した。直後にはオラーン蔵相が訪韓し，玄旿錫副首相兼企画
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財政部長官と会談するとともに，国税庁を訪問，韓国における税務管理や税務事
業の電子化，両国の財務担当省庁間の協力について意見を交換した。 5月にはバ
ト＝エルデネ国防相が訪韓し，防衛政策，国際協力について金寛鎮国防部長官と
会談したほか，韓国で軍事専門教育を受けるモンゴル人士官らを激励した。
　また，韓国からは 8月に尹外交部長官が来訪し，エルベグドルジ大統領および
アルタンホヤグ首相，ボルド外相との会談が行われた。外相会談では，モンゴ
ル・韓国間の全面的戦略的パートナーシップの発展，経済・投資に関する協力強
化，北東アジアの安全保障について，｢ウランバートル対話 ｣イニシアティブお
よび朴大統領によるユーラシア協力構想に基づく協力，モンゴルの APECおよ
び東アジアサミットへの参加について意見交換がなされた。
　このほか，両国間での課題となっているモンゴル国民の韓国訪問時のビザにつ
いては， 5月の第 8回モンゴル・韓国外務省領事級協議会で議題となり，ビザ申
請時の保証金引き下げや必要書類数の削減，交付までの期間の短縮で合意が得ら
れた。
　一方，朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）との往来をみると， 9月に姜錫柱朝鮮
労働党中央委員会秘書率いる代表団が来訪した。エルベグドルジ大統領，アルタ
ンホヤグ首相，ボルド外相，オヨーンダリ民主党書記長，人民党書記長らと会談
した。同じ 9月にゴンチグドルジ国会副議長が団長を務める代表団が北朝鮮を訪
問，金永南最高人民会議常任委員長らと会談した。羅津港の共同利用や農牧業部
門の協力，二国間および地域問題が会談の内容として報じられている。
　なお，エルベグドルジ大統領が2013年に提唱した北東アジアの安全保障に関す
る「ウランバートル対話」イニシアティブの一環として，政府戦略研究所・外務
省の共催による「ウランバートル対話」国際学術会議が 6月にウランバートルで
開催された。会議にはモンゴル，韓国，北朝鮮，日本，中国，ロシアなど10カ国
から100人以上の研究者・専門家が参加，北東アジアの平和と安定化に関する研
究報告と討論が行われた。会議の開催は2015年以降についても計画されている。

その他
　 4月にシュエマン・ミャンマー連邦議会議長が来訪，アルタンホヤグ首相，エ
ンフボルド国会議長，オヨーンゲレル文化スポーツ観光相，ボルドバータル国会
事務局長らと会談したほか，選挙中央委員会を訪問した。 6月にはアブダッ
ラー・アラブ首長国連邦外相が来訪，エルベグドルジ大統領，ボルド外相と会談
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アルタンホヤグ首相解任，大連立内閣発足

し，経済協力の活発化，教育・文化交流の強化，政府間委員会の設立で合意が得
られた。 7月にはオトルバエフ・キルギス首相が来訪，エルベグドルジ大統領，
アルタンホヤグ首相と会談したほか，ベアード・カナダ外相が来訪，エルベグド
ルジ大統領，ボルド外相と会談し，外相会談後に両国関係を全面的パートナー
シップに発展させることを含んだ共同声明を発表した。
　また，前述の ASEM首脳会合において，2016年の首脳会合をモンゴルで開催
することが決まった。2015年にはこの準備もあり，ASEM事務当局者および加
盟各国の閣僚などの往来が見込まれる。

2015年の課題
　2015年は国会総選挙前年であり，現在の大連立政権が機能するのもこの年のみ
であろう。人民党 （2010年改称前は人民革命党，現在のものとは異なる）と民主
党の大連立政権は，近年では2008年から2011年にかけて組織されたが，国会総選
挙の年である2012年に入るや，民主党が選挙準備を理由に離脱して解消された。
今回も同様に，選挙前の連立解消が予想される。また「正義」同盟をはじめ第三
勢力も，選挙をにらんだ動きを活発化させよう。限られた時間のなかで，サイハ
ンビレグ政権は安定を保ちつつ，国内外の諸課題に対処しなければならない。
　経済面では，まずはタワントルゴイ炭鉱開発の交渉が優先課題である。これが
成功すれば，低迷する石炭の生産と輸出の立て直し，さらには縮小した外国投資
の回復には福音となろう。一方で，鉱物資源の国際価格の行方とともに，中国の
成長も減速傾向にあるなか，新たな販路をどう確保するかが重要となる。これ以
外の課題としては，相変わらずインフレと財政赤字の解消があるほか，トグリグ
の安定など，対外部門の改善も加わる。
　対外関係では，ロシア・中国との関係を重視しつつ，他の国々との関係も発展
させるという宿命的な課題が，これまで以上に重要となる。ロシア・中国に完全
に挟まれた内陸国モンゴルにとって，両国との関係がきわめて重要であることは
論を待たない。いわばモンゴルの頭越しに緊密化しつつある 2つの大国と対等に
渡り合うためには，2014年に始まった 3カ国会合の枠組みの維持・発展と同時に，
日本をはじめとする「第 3の隣国」との関係強化，「ウランバートル対話」の取
り組みや2016年 ASEM首脳会合開催準備などを通じた国際社会へのアピールが
必要となる。2015年にはモンゴルの外交力の真価が問われよう。

（高知大学准教授）
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1 月 2 日 ▼アルタンホヤグ首相，年頭の懇談
会で輸入代替，輸出促進製品の生産拡大を重
視することを表明。
15日 ▼ボルド外務相，木原外務大臣政務官，
総額約 3億㌦のノン・プロジェクト無償資金
協力実施に関わる交換公文に署名。
16日 ▼エコ・バス社，モンゴル初の自動車
製造工場となるバス工場の開場式開催。

▼ボルド外相，訪中（～21日）。王毅外交部
長と会談。
17日 ▼エルベグドルジ大統領，安倍首相と
電話会談。
19日 ▼エルベグドルジ大統領，リヒテン
シュタイン訪問（～21日）。リヒテンシュタイ
ン公ハンス＝アダム 2世らと会談。
22日 ▼エルベグドルジ大統領，ダボス（ス

イス）での世界経済フォーラム年次総会出席
（～25日）。
27日 ▼ボルド外相，ラトビア訪問。ベール
ジンジュ大統領らと会談。
28日 ▼ボルド外相，リトアニア訪問。リン
ケビチュス外相らと会談。
29日 ▼ボルド外相，ポーランド訪問。シコ
ルスキ外相らと会談。
30日 ▼秋期国会閉会。
2 月 6 日 ▼エルベグドルジ大統領，訪ロ（～
10日）。ソチ五輪開会式出席，プーチン大統
領らと会談。
10日 ▼ボルド外相，札幌での国際セミナー

「モンゴル・日本経済パートナーシップ～
『モンゴルと北海道の協力の可能性』」出席。
会期中に木原外務大臣政務官と会談。
12日 ▼ボルド外相，訪韓（～14日）。尹炳世
外相らと会談。
20日 ▼国際会議「コール・モンゴリア
2014」（Coal Mongolia 2014），ウランバート

ルで開催（～21日）。
3 月10日 ▼国連食糧農業機関（FAO）第42回ア
ジア・太平洋地域会議，ウランバートルで開
催（～14日）。

▼拉致被害者横田めぐみ氏の父母，ウラン
バートルで孫のキム・ウンギョン氏と面会
（～14日）。
12日 ▼エンフボルド国会議長，訪韓（～15

日）。朴槿恵大統領らと会談。
17日 ▼オラーン蔵相，訪韓（～19日）。玄旿
錫副首相兼企画財政部長官と会談。
20日 ▼ブレア英元首相，来訪。アルタンホ
ヤグ首相らと会談。
24日 ▼エルベグドルジ大統領，手術および
療養のため訪日（～ 4月21日）。

▼ウンケオ・ラオス国会事務局長，来訪
（～25日）。エンフボルド国会議長らと会談。
4 月 7 日 ▼春期国会開会。

▼バーサンフー国会議員，テムージン法相
解任案を国会提案。
9 日 ▼人民党，閣僚の国会議員兼務に反対

するデモを挙行。
10日 ▼ヘーゲル米国防長官，来訪。バト＝
エルデネ国防相と会談。
12日 ▼シュエマン・ミャンマー連邦議会議

長，来訪（～15日）。アルタンホヤグ首相らと
会談。
14日 ▼オヤンガ国会議員の呼び掛けによる

「モンゴルの 1日」デモ，チンギス・ハーン
広場で挙行。
16日 ▼エルベグドルジ大統領，安倍首相と
会食。
17日 ▼国会，改正政府法案および改正国会

法案の修正提案を承認。
18日 ▼政府，経済活性化対策に関する法案

を国会上程。

重要日誌 モンゴル　2014年
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22日 ▼日・モンゴル経済連携協定（EPA）第
6回交渉会合，東京で開催（～26日）。
28日 ▼楼継偉中国財政部長，来訪（～29日）。
アルタンホヤグ首相らと会談。
5 月 1 日 ▼国会，改正政府法案および改正国
会法案を反対多数で否決。
8 日 ▼国会，｢ 経済の活動性を増進させる

ための対策に関する国会決議 ｣を採択。
15日 ▼バーサンフー国会議員，テムージン
法相解任案取り下げ。

▼国会，バトトルガ工業・農牧業相の辞任
を承認。

▼シャボット米下院議員，リンチ米下院議
員，来訪（～16日）。ボルド外相らと会談。
16日 ▼アルタンホヤグ首相，経済活性化
100日間プログラム（｢エゼン＝100｣）につい
て国会で説明。
19日 ▼エルベグドルジ大統領，訪中（～21
日）。習近平国家主席と会談。

▼バト＝エルデネ国防相，訪韓（～22日）。
金寛鎮国防部長官と会談。
20日 ▼エルベグドルジ大統領，上海での第
4回アジア信頼醸成措置会議首脳会合出席
（～21日）。会期中にプーチン・ロシア大統領
らと会談。
21日 ▼スワイア英外務閣外大臣，来訪（～
22日）。ボルド外相，ゴンチグドルジ国会副
議長と会談。
22日 ▼エズニス航空が運航停止。

▼アルタンホヤグ首相，サンクト・ペテル
ブルク国際経済フォーラムに出席（～24日）。
会期中にプーチン大統領と会談。
23日 ▼国会，予算法改正法案を可決。
26日 ▼ボルド外相，スウェーデン訪問。ビ
ルト外相と会談。

▼丁学東中国投資有限責任公司総裁，来訪。
エンフボルド国会議長と会談。

27日 ▼ボルド外相，デンマーク訪問（～28
日）。マルグレーテ 2世女王らと会談。　
6 月 2 日 ▼「WTO貿易円滑化合意に関する
国際ハイレベルワークショップ：内陸途上国
へのインプリケーション」，ウランバートル
で開催（～ 3日）。
3 日 ▼ロシアのパトルシェフ安全保障会議

書記，モルグロフ外務副大臣，来訪（～ 4日）。
エルベグドルジ大統領らと会談（ 3日）。

▼アブダッラー・アラブ首長国連邦外相，
来訪（～ 4日）。ボルド外相と会談。
9 日 ▼アルタンホヤグ首相，サンジミャタ

ブ労相，ジュネーブでの第103回国際労働機
関（ILO）総会に出席（～12日）。
11日 ▼木原外務大臣政務官，来訪（～13日）。
ボルド外相と会談。

▼ベールジンシュ・ラトビア大統領，来訪
（～13日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
12日 ▼国会，トゥブデンドルジ国会議員の

工業・農牧業相就任を承認。

▼日・モ経済連携協定第 7回交渉会合，ウ
ランバートルで開催（～18日，24～28日）。
17日 ▼戦略研究所・外務省共催「ウラン
バートル対話」国際学術会議，ウランバート
ルで開催（～18日）。
20日 ▼ウランバートル第 5火力発電所建設
コンセッション契約締結。

▼国際軍事演習「ハーン・クエスト2014」
実施（～ 7月 1日）。
22日 ▼アルタンボラグ自由貿易地域開設。

▼マトビエンコ・ロシア上院議長，来訪
（～23日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
23日 ▼チチェッキ・トルコ国会議長，来訪

（～26日）。エルベグドルジ大統領らと会談。

▼オヨーン環境・グリーン開発・観光相，
ナイロビでの第 1回国連環境総会に出席（～
27日）。
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24日 ▼王毅中国外交部長，来訪（～26日）。
エルベグドルジ大統領らと会談。
27日 ▼政府庁舎前でのデモに武装して参加

した Ts. ムンフバヤル被告に対する懲役 7年
の判決が最高裁で確定。
7 月 1 日 ▼国会，透明収支法と石油法を可決，
鉱物資源法を改正。春期国会閉会。

▼ボルド外相，スペイン訪問（～ 2日）。ガ
ルシア＝マルガージョ外相と会談。期間中に
国連世界観光機関（UNWTO）訪問。
3 日 ▼モーリシャスと国交樹立。
6 日 ▼シュタインマイヤー独外相，来訪

（～ 7日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
8 日 ▼オトルバエフ・キルギス首相，来訪

（～12日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
21日 ▼エルベグドルジ大統領，訪日（～24
日）。安倍首相らと会談。
23日 ▼ベアード・カナダ外相，来訪。エル
ベグドルジ大統領らと会談。
29日 ▼反腐敗庁，ガンスフ首相筆頭顧問を
横領の疑いで逮捕。
8 月 6 日 ▼ガンスフ道路・運輸相，訪ロ（～
9日）。ソコロフ運輸相らと会談。
8 日 ▼ボルド外相，ネーピードーでの

ASEAN外相会合に出席（～ 9日）。
10日 ▼ボルド外相，ネーピードーでの

ASEAN地域フォーラムに出席。
14日 ▼政府，オヨー・トルゴイ社，「南部
地域エネルギー部門協力協定」に署名。
15日 ▼モンゴル・ロシア合同軍事演習「セ

レンゲ2014」実施（～25日）。
18日 ▼北東アジア首長フォーラム，ウラン
バートルで開催（～19日）。
20日 ▼政府，「タワントルゴイ鉱床に関す

る方策に関する決定」を策定。
21日 ▼習近平国家主席，来訪（～22日）。エ
ルベグドルジ大統領らと会談。

25日 ▼尹炳世韓国外交部長官，来訪（～27
日）。エルベグドルジ大統領らと会談。
29日 ▼バト＝エルデネ国防相，エルドア
ン・トルコ大統領就任式出席。
9 月 2 日 ▼野田前首相，来訪（～ 5日）。ボル
ド外相と会談。
3 日 ▼プーチン大統領，来訪。エルベグド

ルジ大統領らと会談。
4 日 ▼オヨー・トルゴイ社取締役会，新

CEOにアンドリュー・ウッドレー氏を任命。
9 日 ▼アルタンホヤグ首相，「エゼン＝

100」に関して国営放送で演説。
11日 ▼エルベグドルジ大統領，ドゥシャン

ベ（タジキスタン）での第14回上海協力機構首
脳会議に出席（～12日）。

▼エルベグドルジ大統領，プーチン大統領，
習近平国家主席と 3カ国首脳会合実施。
18日 ▼姜錫柱朝鮮労働党中央委員会秘書率

いる代表団，来訪。エルベグドルジ大統領ら
と会談。
20日 ▼エルベグドルジ大統領，第69回国連
総会に出席（～25日）。会期中に安倍首相らと
会談。
27日 ▼ナリーンスハイトとシベーフレン間

の特大車両向け舗装道開通。

▼ゴンチグドルジ国会副議長，北朝鮮訪問
（～30日）。金永南最高人民会議常任委員長ら
と会談。
30日 ▼マンダルゴビとダランザドガド間の

舗装道開通。
10月 1 日 ▼秋期国会開会。
9 日 ▼エンフバヤル人民革命党党首，療養

先のソウルから帰国。
14日 ▼エルベグドルジ大統領，オーストリ
ア訪問（～15日）。フィッシャー大統領と会談。
15日 ▼国会，閣僚人事法改正案および政府

構成法改正案を可決。
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▼エルベグドルジ大統領，国連ウィーン事

務局訪問。フェドトフ事務局長らと会談。
16日 ▼エルベグドルジ大統領，ミラノでの
アジア欧州会合（ASEM）首脳会合に出席（～
17日）。会期中にオランド仏大統領，メルケ
ル独首相らと会談。
17日 ▼人民党会派国会議員，ツォグ国会副
議長，バトダンザン議員（民主党），アルタン
ホヤグ首相解任案上程。

▼エルベグドルジ大統領，ハンガリー訪問。
アデル大統領らと会談。
18日 ▼アルタンホヤグ首相，エンフバヤル
人民革命党党首，民主党・人民革命党協力協
定に署名。
23日 ▼複数の国会議員の携帯メールアドレ

スが乗っ取られ，鉄道問題に関する偽メール
が送信される。
24日 ▼国会，「鉄道輸送分野における政策
遂行のための方策に関する国会決議」可決。

▼諜報庁，人民党デンベレル広報担当書記
局長が民主党・人民革命党協力協定に関する
偽文書を流布させたと公表。
27日 ▼ジャルガルサイハン・バヤンホンゴ

ル県知事，辞任。

▼エンフボルド国会議長，訪中（～28日）。
習国家主席らと会談。
30日 ▼第 1回モ・ロ・中外務副大臣級会合，
ウランバートルで開催。
11月 1 日 ▼バローンオルトとウンドゥルハー
ン（チンギス）間の舗装道開通。
5 日 ▼国会，アルタンホヤグ首相を解任。
8 日 ▼民主党，全国協議会開催（～ 9日）。

▼エルベグドルジ大統領，訪中（～11日）。
習国家主席らと会談。
10日 ▼エルベグドルジ大統領，北京での

APEC首脳会議に出席（～11日）。
14日 ▼2015年度予算成立。

▼民主党，全国協議会開催。新党首にエン
フボルド国会議長，首相候補者にサイハンビ
レグ前内閣官房長官を選出。
15日 ▼ロシア・モンゴル相互間ビザ免除措

置開始。
21日 ▼国会，首相にサイハンビレグ前内閣

官房長官を指名。
29日 ▼人民党幹部会，新政権への参加方針
を決定。
12月 1 日 ▼民主党，全国協議会開催。人民党
との連立政権樹立を決定。

▼人民革命党執行局，新政権参加を決定。
4 日 ▼国会，省庁構成法と閣僚人員法を可

決。
8 日 ▼ムルンとウニト間の舗装道開通。

▼第 2回モンゴル・フランス政府間作業部
会会合，ウランバートルで開催。
9 日 ▼ Z. エンフボルド国会議長，M. エン

フボルド国会副議長，民主党・人民党協力協
定に署名。
10日 ▼国会，新閣僚全員の就任を承認。

▼第 2回日本・モンゴル外交・防衛・安全
保障当局間協議，ウランバートルで開催。
12日 ▼ウランバートル鉄道合弁企業体経営

委員会，社長にプレブバータル氏任命。

▼トルトネフ・ロシア副首相兼極東連邦管
区大統領全権代表，来訪。サイハンビレグ首
相らと会談。
15日 ▼政府，ミレニアム・チャレンジ・ア

カウント（MCA）の再実施を決定。
17日 ▼政府，各省庁の副大臣および政務官

を決定。
22日 ▼政府作業委員会，タワントルゴイ炭
鉱西ツァンヒ鉱区への投資企業として神華能
源（中国），住友商事，エナジー・リソース
（モンゴル）によるコンソーシアムを選定。

▼マグナイ公正競争消費者庁長官，辞任。
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　 1 　国家機構図（2014年12月末現在）

（注）　 1）国家元首。政党の推薦を受け国民の直接選挙で選出，任期 4年。大統領資格は45歳以上，選
挙前 5年以上継続して国内に居住したモンゴル国籍の者。 2）国家最高機関。定員76人。任期 4年。
議員資格25歳以上。首相以下の閣僚を選出。定例年 2回， 1回75日以上。 3）最高裁長官，検事総長
は国家大会議議決を経て大統領が任命。 4）任期 4年。 5）アイマグ（県），首都の知事は地方議会の
提案で首相が任命。ソム（郡），地区などの首長は上部アイマグ，首都知事が任命，任期 4年。

　 2 　政府・国会要人名簿（2014年12月末現在）

大統領  Ts. Elbegdorj
　［閣僚］
首相  Ch. Saikhanbileg（民主党）
副首相  U. Khurelshkh（人民党）
環境・グリーン開発・観光相
 D. Oyuunkhorol（人民党）
外務相  L. Purevsuren（民主党）
大蔵相  J. Erdenebat（人民党）
法務相  D. Dorligjav（民主党）
工業相  D. Erdenebat（民主党）
建設・都市計画相  D. Tsogtbaatar（人民党）
国防相  Ts. Tsolmon（「正義」同盟）
教育・文化・科学相  L. Gantomor（民主党）
道路・運輸相  N. Tomorkhuu（人民党）

鉱業相  R. Jigjid（民主党）
労働相  S. Chinzorig（人民党）
人口開発・社会保障相  S. Erdene（民主党）
食糧・農牧業相  R. Burmaa（民主党）
保健・スポーツ相
 G. Shiilegdamba（「正義」同盟）
エネルギー相  D. Zorigt（民主党）
モンゴル国相  M. Enkhsaikhan（「正義」同盟）
官房長官  S. Bayartsogt（民主党）
　［国家大会議］
議長  Z. Enkhbold（民主党）
副議長  R.Gonchigdorj（民主党）
副議長  L. Tsog（「正義」同盟）
副議長  M. Enkhbold（人民党）
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　 3 　モンゴル国の経済・社会状況
（2014年末時点）（国家統計局発表・抄訳）

I．社会指標
　I.1．人口
　モンゴル国の人口は2014年末時点で299万
5949人となり，前年より 6万5672人（2.2％）
増加した。人口1000人当たりの出生数は28.3，
死亡者数は5.7であり，人口の純増加数は22.6
となった。
　I.2．失業者
　2014年12月末現在，登録失業者数は 3万
7000人で，前年比で5800人（13.6％）減少した。
登録失業者のうち女性は 2万500人（55.3％）
である。また， 2万4100人（65.2％）が15～34
歳の若者である。
　I.3．健康
　2014年の出生者数は 8万2839人であった。
1歳未満の死亡者数は1251人であり，前年比
で85人（7.3％）増加した。 0歳から 5歳まで
の死亡者数は1505人で，前年から67人（4.7％）
増加した。
　2014年には伝染病患者数が 3万3516人とな
り，前年から3804人（10.2％）減少した。
　I.4．犯罪
　2014年の犯罪件数は 2万7318件となり，前
年より1956件（7.7％）増加した。犯罪による
被害の総額は1483億トグ

リグで，前年より107億トグ
リグ

（6.7％）減少した。

II．経済指標
　II.1．金融
　2014年12月末現在の通貨供給量（M 2）は10
兆6000億トグ

リグに達し，前年より 1兆2000億トグ
リグ

（12.6％）増加した。
　12月末現在，貸付残高は12兆5000億トグ

リグで，
前年より 1兆7000億トグ

リグ（16.1％）増加した。こ

のうち期限切れの債務は2695億トグ
リグで，前年か

ら1511億トグ
リグ増加し，2.3倍となった。不良債

権は6257億トグ
リグで，前年から599億トグ

リグ（10.6％）
の増加となった。
　2014年の有価証券取引総額は1963億トグ

リグ，取
引証券の総数は5220万件であった。前年と比
較すると，取引総額は208億トグ

リグ（50.8％）の増加，
総数は1390万件（21.0％）減少した。主要銘柄
の株価指数 TOP-20は，2014年12月の平均値
が 1万4833.0であった。
　モンゴル銀行における2014年12月平均のト
グリグ対ドルレートは1883.0 トグリグとなり，前年
から208.4トグリグ（12.4％）下落した。対元では
304.3トグリグとなり，前年から28.6トグリグ（10.4％）下落
した。対ルーブルでは33.9トグリグとなり，前年か
ら17.0トグリグ（33.4％）下落した。
　II.2．国家財政
　2014年の歳入および援助総額は 6兆2234億
トグ
リグ，歳出は 7兆314億トグ

リグで，財政収支は8080
億トグ

リグの赤字であった。
　税収は前年から1351億トグ

リグ（2.7％）増加した。
これは，物品・サービス税が568億トグ

リグ（3.0％），
外国貿易課税が261億トグ

リグ（6.8％），所得税が
169億トグ

リグ（1.0％），そのうち法人所得税が389
億トグ

リグ（5.9％）減少したにもかかわらず，その
他の税収が1256億トグ

リグ（16.9％）増加，社会保険
料収入が97.2億トグ

リグ（11.1％）増加したことが，
主に影響している。
　II.3．貿易
　2014年に139カ国と貿易を行い，貿易総額
は110億㌦に達した。うち輸出は58億㌦，輸
入は52億㌦であった。
　輸出総額は前年から15億550万㌦（35.3％）
増加した。これには銅精鉱の輸出額が16億
2470万㌦増加したことが主に影響した。輸出
総額のうち銅精鉱が44.6％，石炭が14.7％，
原油が11.0％，鉄鉱石が7.7％，金が7.0％を



145

モンゴル

それぞれ占めており，銅鉱石のシェアが
22.4％増加した一方，石炭のシェアは11.6％，
鉄鉱石は7.6％，原油は1.1％，金は0.3％それ
ぞれ減少した。
　輸入総額は前年から11億2120万㌦（17.6％）
減少した。これには自動車・飛行機および関
連機器の輸入額が 3億8490万㌦，機械，電気
機器および関連機器の輸入額が 4億1090万㌦，
鉱産物の輸入額が 2億7470万㌦減少したこと
が主に影響した。
　輸出総額のうち95.9％を鉱産物，繊維製品，
貴石および宝飾品が占めているのに対し，輸
入総額の58.6％は鉱産物，機械，電気機器，
自動車・飛行機および関連機器が占めている。
　II.4．物価
　2014年12月の消費者物価指数は年初比で
11.0％上昇した。この増加のうち23.1％が衣
料品部門，22.8％が食料品・清涼飲料水・水
部門，17.8％が住居・水道・光熱費部門，
8.5％が運輸部門における価格上昇に起因す
るものである。
　II.5．農牧業
　2014年末時点で家畜総数は5200万頭であり，
このうち馬が299万5800頭，牛が341万3900頭，
ラクダが34万9300頭，ヒツジが2321万4800頭，
ヤギが2200万8900頭であった。2014年の家畜
の損失は40万1400頭であり，年初時点の家畜
頭数の0.9％に相当する。
　II.6．工業
　2014年の工業総生産は 9兆2996億トグ

リグとなり，
前年比で 1兆6479億トグ

リグ（21.5％）増加した。こ
れは，鉱物採掘部門の生産が 1兆1715億トグ

リグ

（22.5％）増加したことが主に影響している。
2014年12月の工業部門の生産指数（2010年
=100，季節による影響を除いた試算値）は，
前年比10.2％増加した。
　前年と比較すると，鉱物採掘部門で砕石，

モリブデン精鉱，金，銅精鉱，石油などの製
品の採掘が8.1～44.4％，製造業部門でタバコ，
メリヤス，ビール，乳，鋳造物，ボーズ（訳
者注：小龍包風の料理），バンシ（訳者注：餃
子風の料理），清涼飲料水，建築用木製扉，
窓，ケーク，パン，梳毛カシミヤ，ソーセー
ジ類，真空窓，扉，セメント，木材，麺類，
革製ブーツおよび靴などの生産が2.1～86.2％
増加した。他方，鉱物採掘部門では鉄鉱石，
亜鉛精鉱，蛍石鉱石，石炭などの生産が7.9
～16.3％，製造業部門では小麦粉，ウォッカ，
銅カソード，じゅうたん，コンクリート枕木，
枕木，鋼材，トイレットペーパー，ブリケッ
トなどの生産が0.2～66.4％減少した。
　II.7．運輸
　2014年に5860万㌧の貨物，延べ 3億4600万
人の旅客が輸送された。前年比では，貨物輸
送は890万㌧（17.8％），旅客輸送は3730万人
（12.1％）の増加となった。このうち鉄道によ
る貨物輸送は2100万㌧，旅客輸送は延べ330
万6300人で，前年比で貨物輸送が 3万9400㌧
（0.2％），旅客輸送が145万3400人（2.1％）減少
した。航空機による輸送は，貨物輸送が3434
㌧，旅客輸送が延べ67万2700人で，前年比で
貨物輸送が641.6㌧（15.7％），旅客輸送が10万
5800人（13.6％）減少した。車両による輸送は，
貨物輸送が3760万㌧，旅客輸送は延べ 3億
4200万人で，前年比で貨物輸送が890万㌧
（30.9％），旅客輸送が3780万人（12.4％）増
加した。
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 1 　基礎統計
2009 2010 2011 2012 2013 20142）

人 口1）（年末，1,000人） 2,735.8 2,761.0 2,811.7 2,867.7 2,930.3 2,995.9
消 費 者 物 価 上 昇 率（％） 4.2 13.0 10.2 14.0 12.5 11.0
失 業 者 数（年末，1,000人） 38.1 38.3 57.2 35.8 42.8 37.0
為替レート（ 1ドル＝トグリグ，年末） 1,446.5 1,234.1 1,374.2 1,396.1 1,674.6 1,883.0
（注）　 1）2009年までは国内居住者のみの統計。　 2）暫定値。
（出所）　Monthly Bulletin of Statistics，2011年12月号，2013年12月号，および2014年12月号。

 2 　支出別国内総生産（名目価格） （単位：100万トグリグ）
2010 2011 2012 2013 2014

民 間 消 費 支 出 5,387,294.1 6,782,664.3 8,848,005.0 10,594,056.5 12,777,628.1
政 府 消 費 支 出 1,237,928.2 1,614,476.0 2,257,411.1 2,580,301.9 2,538,252.1
総 資 本 形 成 4,106,250.9 7,660,638.9 9,328,596.1 10,055,070.5 6,998,437.7
固 定 資 本 3,364,688.2 6,377,725.8 7,529,193.8 7,634,502.6 5,276,168.3
在 庫 増 減 741,562.7 1,282,913.1 1,799,402.3 2,420,567.9 1,722,269.4

財・ サ ー ビ ス 輸 出 4,554,276.2 6,923,281.0 7,271,503.4 7,651,259.4 11,685,129.5
財・ サ ー ビ ス 輸 入 5,529,161.0 9,807,296.9 11,017,096.0 11,554,516.8 12,228,191.6
国 内 総 生 産（GDP） 9,756,588.3 13,173,763.4 16,688,419.6 19,326,171.5 21,771,255.8
海 外 純 要 素 所 得 -811,995.7 -1,067,229.7 -1,288,844.4 -1,291,085.6 -
国 民 総 所 得（GNI） 8,944,592.6 12,106,533.7 15,399,575.2 18,035,085.9 -
（注）　 1）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Database （http://www.1212.mn），Monthly Bulletin of Statistics，
2015年 1月号。

　 3　産業別国内総生産（実質：2010年価格） （単位：100万トグリグ）
2010 2011 2012 2013 20141）

農 林 水 産 業 1,144,698 1,141,074 1,381,285 1,647,886 1,885,113
鉱 業 ・ 採 石 2,102,158 2,263,685 2,452,170 2,927,400 3,634,796
製 造 業 664,815 717,051 779,722 864,653 890,593
建 設 業 250,231 307,022 568,837 615,228 621,474
電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 221,422 235,009 244,773 257,330 270,358
商 業 1,199,007 1,755,362 1,965,557 2,093,465 1,948,390
運 輸 ・ 倉 庫 677,906 779,959 843,168 828,498 1,022,909
情 報 ・ 通 信 255,691 270,471 314,312 355,834 376,205
金 融 239,607 357,442 509,021 677,297 818,765
不 動 産 687,698 704,003 718,013 733,378 748,577
政 府 サ ー ビ ス 425,350 387,494 408,031 429,136 447,865
そ の 他 サ ー ビ ス 889,643 898,468 924,133 949,779 997,111
生産物に課税される税 998,362 1,626,539 1,744,385 1,970,246 1,810,717
国 内 総 生 産（GDP） 9,756,588 11,443,578 12,853,407 14,350,132 15,472,872
Ｇ Ｄ Ｐ 成 長 率（％） 6.4 17.3 12.3 11.6 7.8
（注）　 1）暫定値。
（出所）　Mongolian Statistical Information Database （http://www.1212.mn）.
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 4 　家畜頭数 （単位：1,000頭）
2009 2010 2011 2012 2013 20141）

総 数 44,023.9 32,729.5 36,335.8 40,920.9 45,144.3 51,982.6
ラ ク ダ 277.1 269.6 280.1 305.8 321.5 349.3

馬 2,221.3 1,920.3 2,112.9 2,330.4 2,619.4 2,995.8
牛 2,599.3 2,176.0 2,339.7 2,584.6 2,909.5 3,413.9
羊 19,274.7 14,480.4 15,668.5 18,141.4 20,066.4 23,214.8

ヤ ギ 19,651.5 13,883.2 15,934.6 17,558.7 19,227.6 22,008.9
子 家 畜 育 成 数 13,767.4 7,399.2 12,540.7 13,379.0 15,221.0 17,246.0
出生に対する育成率（％） 89.4 68.0 94.9 96.5 96.3 97.8
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 1に同じ。

　 5 　国際収支 （単位：100万ドル） 
2009 2010 2011 2012 2013 20141）

経 常 収 支 -341.8 -886.7 -2,758.6 -3,362.3 -3,192.0 -985.0
貿 易 収 支 -188.8 -180.4 -992.9 -1,553.3 -1,320.5 1,002.2
輸 出（FOB） 1,885.4 2,908.4 4,817.5 4,384.7 4,269.1 5,775.1
輸 入（FOB） -2,074.2 -3,088.8 -5,810.4 -5,937.9 -5,589.6 -4,772.9

サ ー ビ ス 収 支 -143.2 -294.5 -1,160.5 -1,100.3 -1,314.2 -1,323.0
所 得 収 支 -195.4 -598.8 -843.4 -948.1 -699.1 -828.9
移 転 収 支 185.7 187.0 238.2 239.4 141.8 164.7
資 本 勘 定 160.5 152.2 113.9 120.4 125.8 125.9
金 融 勘 定 608.3 1,591.5 2,750.3 4,809.1 1,312.3 687.2
直 接 投 資（純） 569.8 1,629.7 4,620.1 4,407.8 2,098.1 541.8
証 券 投 資（純） -82.1 894.3 77.0 2,325.4 -156.1 192.3
金融デリバティブ（純） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -0.2
そ の 他 投 資（純） 120.6 -932.4 -1,946.8 -1,924.1 -629.7 -46.8
誤 差 脱 漏 128.5 16.1 -77.8 137.8 -113.4 -299.1
準 備 資 産 増 減 -555.5 -873.1 -27.8 -1,705.0 1,867.3 471.1
（注）　 1）暫定値。
（出所）　モンゴル銀行ウェブサイト（http://www.mongolbank.mn/）。

　 6 　主要国別貿易構成比（2014年）1） （％）

輸
出

中国 イギリス ロシア イタリア スイス 日本 デン
マーク

アラブ首
長国連邦 アメリカ ドイツ その他

87.9 6.9 1.1 0.9 0.5 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.9 

輸
入

中国 ロシア 日本 韓国 アメリカ ドイツ ウクラ
イナ

マレー
シア フランス シンガポール その他

33.8 29.6 7.0 6.7 4.4 3.0 1.3 1.2 1.0 1.0 11.0 

（注）　 1）暫定値。
（出所）　Monthly Bulletin of Statistics，2014年12月号。
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　 7 　主要輸出品 （単位：万ドル）
2009 2010 2011 2012 2013 20141）

銅 精 鉱 50,192.4 77,059.4 96,855.2 83,857.9 94,895.1 257,362.2
モ リ ブ デ ン 精 鉱 5,030.9 5,199.2 4,671.7 3,817.4 2,947.9 3,567.7
鉄 鉱 石 - 25,382.5 44,151.5 53,250.9 65,433.3 44,636.4

金 30,847.3 17,832.0 10,977.8 12,229.4 30,982.7 40,524.4
亜 鉛 精 鉱 12,249.4 13,413.5 14,318.8 13,083.0 11,908.5 11,316.7
石 炭 30,630.1 87,761.1 226,208.5 188,039.6 111,615.3 84,860.1
梳 毛 カ シ ミ ヤ 6,837.0 6,882.1 5,743.3 4,783.0 5,608.1 6,193.2
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 1に同じ。

　 8 　主要輸入品 （単位：万ドル）
2009 2010 2011 2012 2013 20141）

小 麦 粉 3,043.1 1,564.3 2,410.7 1,662.0 1,009.5 670.5
茶 176.8 166.6 212.9 194.5 231.9 159.6

ガ ソ リ ン 22,303.6 22,878.3 35,009.3 47,411.0 43,964.8 42,541.6
デ ィ ー ゼ ル 燃 料 27,388.8 39,767.8 72,046.0 81,879.0 88,114.6 65,616.3
公 共 輸 送 用 機 器 3,015.1 1,362.4 2,794.3 2,309.7 1,972.7 1,363.2
乗 用 車 7,130.6 16,439.7 44,737.0 43,005.9 37,303.2 28,920.7
ト ラ ッ ク 5,923.6 20,835.5 58,228.9 40,820.4 30,695.4 10,783.4
（注）　 1）暫定値。
（出所）　表 1に同じ。
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